
午後の部 (伝送交換)平 成 ２ ０ 年 度 第 １ 回
専門的能力・電気通信システム電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項
１４時２０分１ 試験開始時刻

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

１５時４０分「電気通信システム」のみ １ 科 目

１６時００分「専門的能力」のみ １ 科 目

１７時２０分「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

第１問 第２問 第３問 第４問 第５問 ペ ー ジ

伝 送 伝１～伝14８ ８ ８ ８ ８

無 線 伝15～伝30８ ８ ８ ８ ８

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換 伝31～伝43８ ８ ８ ８ ８

デ ー タ 通 信 伝44～伝57８ ８ ８ ８ ８

通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝58～伝70

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝71～伝74

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)

生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)

｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。

い｡(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてくださ

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません

二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) その でください。免除科目がある場合は、 科目欄は記入しない

(4) 、あなたが ( と略記)を○で囲んでください。受験種別欄は 受験申請した伝送交換主任技術者 『伝 送 交 換』

(5) ､ のうち、あなたが を○で囲んでく専門的能力欄は 『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』 受験申請した専門的能力

ださい。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

７ 登録商標などに関する事項

(1) 試験問題に記載されている会社名又は製品名などは、それぞれ、各社の商標または登録商標です。

(2) 試験問題では、 及び を明記していません。® ™

(3) 試験問題の文中及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目 専門分野

伝 送 交 換 主 任 技 術 者 専門的能力 伝 送

問１ デジタル伝送技術などに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＳＤＨ多重伝送技術などについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)

に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記

号は同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

一般に、伝送路から入力した複数のＳＴＭ－１フレームの時間的位相はお互いに合っていな

い。また、それぞれのＳＴＭ－１フレーム内におけるＶＣ－３の位置は異なっており、その先

頭位置は、それぞれのポインタバイトＨ１、Ｈ２で示されている。これらのＳＴＭ－１信号を

同期端局装置の中で一つのＳＴＭ－Ｎ信号に多重化する場合、各ＳＴＭ－１フレームに対して

新たに作るＳＴＭ－Ｎ (ア) に対する入力位相とＶＣの位置を計算し、Ｎ個のＳＴＭ－１

に対応したＳＴＭ－Ｎの中のＮ個のポインタを付け替える。これを、ポインタ付け替えによる

(ア) 合わせという。

ポインタを用いることにより、 (イ) 多重の場合のように周波数の異なった入力低次群

信号の多重化が可能となる。入力伝送路周波数が局内周波数より高い場合は、ＶＣのうちペイ

ロード部分からあふれたビットをバイト単位でポインタバイトＨ３に収容するとともに、通常

はポインタ値を示す１０ビットのポインタビット中の (ウ) ビットを反転させ、次のフレ

ームから新しいポインタ値を表示する。また、その逆に入力伝送路周波数が局内周波数より低

くなった場合には、ポインタバイトＨ３の次のバイトを (イ) バイトとし、周波数が低い

ことによって生じる (エ) を補うための (イ) バイトを収容するとともに、ポインタ

ビット中のＩビットを反転させ、次フレームから新しいポインタ値を表示する。

このように、小さな周波数変動はポインタ値を一つ追加又は削除することにより吸収できる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 相 関 ② 周 期 ③ フレーム位相 ④ 予 測

⑤ ＳＳ ⑥ Ｄ ⑦ ＣＩ ⑧ ＮＤＦ

⑨ スタッフ ⑩ Ｈ４ ⑪ Ｖ５ ⑫ 不足ビット

⑬ 過剰ビット ⑭ ワンダ ⑮ バッファメモリ ⑯ ジッタ
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(２) 次の文章は、デジタル伝送技術について述べたものである。 内の(オ)～(ク)に適し

たものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) ＰＣＭ方式の符号化技術などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) で

ある。

<(オ)の解答群>

① 一般の電話の音声信号は、伝送帯域が０.３～３.４ kＨz に制限されるため、 

理論的には６.８ kＨz 以上でサンプリングすれば原信号を再生できることにな 

るが、実際には帯域制限に用いるフィルタなどの特性を考慮し、サンプリング周

波数として８ kＨz を使用している。 

② 電話の音声信号の場合、量子化によって離散的な振幅に変換されたパルスは、

８デジットの２進符号に変換される。この８デジットの２進符号は、６４個の振

幅値を表す。

③ 量子化雑音を軽減する方法には、一般に、信号振幅が小さいときには量子化ス

テップを大きく、信号振幅が大きいときには量子化ステップを小さくとり、小振

幅値と大振幅値でのＳＮ比を近づけるような非直線量子化が用いられる。

④ 標本化パルスの復調は、理想高域(通過)フィルタで行う必要があるが、実際に

は、入力信号の最低周波数以下の周波数を完全には除去できないため、低周波成

分が混入して雑音となる。

(ⅱ) デジタル多重化技術などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) で

ある。

<(カ)の解答群>

① スタッフ同期多重とは、多重化しようとする信号をいったんメモリに蓄え、多

重化しようとするどの入力信号よりもわずかに速い速度の共通のクロック信号に

より入力信号を読み出し、入力信号との差に応じた余剰パルスを付加して各入力

信号を同期化させた後に多重化する方式をいう。

② フレーム同期とは、多重化すべき各チャネル信号を順番に同期的に配置し、各

周期ごとに特定のパターンを有するパルスを付加し、受信側で特定のパターンを

有するパルスを検出して各チャネルのタイムスロット位置を識別する方式をいう。

③ 網同期とは、網内すべての局及び装置の動作クロックを同一にするものであり、

多方向から受信する信号の周波数が互いに合致していれば信号をバッファメモリ

に導き、フレーム信号を抽出することにより、フレーム位相の同期をとることが

できる方式をいう。

④ 位相同期多重とは、同期多重化された信号が、多重化レベルで直接チャネルを

識別できないことから、特定チャネルの分離、挿入を行う際には、常にチャネル

までの多重・分離を行う必要が生ずる方式をいう。
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(ⅲ) デジタル再生中継器の機能について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ デジタル再生中継器では、等化増幅した波形からのパルス識別は、一般に、各パルスの振

幅が最大となるパルスの中央付近で行う必要があるため、タイミング波を等化波形から抽出

し、このタイミングでパルスの有無を判別している。

Ｂ デジタル再生中継器のリタイミング機能には、一般に、バイポーラ符号が用いられる。バ

イポーラ符号は、タイミング波抽出に必要な周波数成分が多く、ユニポーラ符号から整流回

路を通してバイポーラ符号に変換した後、タイミング波の抽出を行う。

Ｃ デジタル再生中継器で再生されたパルスは、種々の原因によってそのパルスの時間間隔が

微小ではあるが変動する場合がある。これはタイミングパルスの間隔がふらつくことによる

もので、タイミングジッタといわれる。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅳ) ＳＤＨ伝送システムの機能などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク)

である。

<(ク)の解答群>

① ＡＤＭリングシステムでは、ＶＣ－３、ＶＣ－４の伝送パスを高速リング伝送路

から分離することはできない。

② ＡＤＭリングシステムは、リング状に配置されるＡＤＭ、ＡＤＭの監視・制御を

行うリング監視制御装置、ＡＤＭと監視制御装置とを結ぶネットワークなどで構成

される。

③ ＢＬＳＲ方式のリング切替えは、現用と同一の信号を予備にも流す１＋１構成で

あるため、受信側だけで切替えることができる。

④ ＢＬＳＲ方式のリング切替えは、現用に対して予備のパスをあらかじめ割り当て

ておくことにより無瞬断切替を容易に実現できる。
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問２ 光ファイバ伝送技術などに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、シングルモード光ファイバの概要について述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

光ファイバは、屈折率分布の違いにより大きく２種類に分けられる。コアとクラッドの間で

屈折率が階段状に変化しているものは、 (ア) 形光ファイバといわれる。

シングルモード光ファイバは (ア) 形光ファイバの範ちゅうに含まれるが、コアとクラ

ッドの (イ) が小さく、シングルモードの伝搬を目的としたものであるため、シングルモ

ード光ファイバと (ア) 形光ファイバの定義は、厳密には区別して使用されている。

シングルモード光ファイバの構造は、 (ウ) 、偏心量、外径及び遮断波長の四つのパラ

メータにより決定される。 (ウ) とは、光ファイバの径方向の光強度分布が (エ) 型
１

で近似できるとき、光強度が最大値(通常はコアの中心部分に相当)に対して になるところ
２e

の直径のことである。ただし、ｅは自然対数の底とする。

シングルモード光ファイバは、コア径が小さく、しかも (イ) が小さいことから光学的

手法ではコアとクラッドとの境界部分を明確に識別することが困難であるため、コア径の代わ

りに、便宜的に光エネルギーの分布から読み取った (ウ) が用いられている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 最小受光感度 ② プライマリコート径 ③ 回析角 ④ コア非円率

⑤ 比屈折率差 ⑥ モードフィールド径 ⑦ スネル ⑧ ブラッグ

⑨ 偏心率 ⑩ マルチモード ⑪ ヤング ⑫ ガウス

⑬ クラッド径 ⑭ ステップインデックス ⑮ グレーデッドインデックス



伝5

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光ファイバの光損失などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 光ファイバの光損失には、レイリー散乱損失、吸収損失、曲げによる放射損失、

接続損失などがあり、このうちレイリー散乱損失は、融着接続に起因する損失で

ある。

② 光ファイバの吸収損失には、波長０.１ μｍ 付近に損失ピークを持つ赤外吸 

収と波長１０ μｍ 付近に損失ピークを持つ紫外吸収がある。 

③ 光ファイバの材料に含まれる不純物による吸収損失には、鉄や銅などの水酸

イオンによるものがあり、波長０.８５ μｍ 付近で吸収損失のピークを持つ。 

④ 光ファイバが曲げられると生ずる放射損失は、光ファイバのクラッド部分に

空孔を設け、光の閉じ込めを強くした空孔アシスト型光ファイバなどで抑えるこ

とができる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光ファイバ伝送方式における伝送特性劣化要因などについて述べた次の文章のうち、誤って

いるものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 光増幅器を線形中継器として用いる場合は、光増幅器から出力される増幅され

た自然放出光が雑音として加わるが、光信号成分と比較して雑音の増幅率が低い

ため、ＳＮ比が劣化することはない。

② 一般に、光信号は、伝送速度に応じた光スペクトルに広がりを持つので、伝送

路としてシングルモード光ファイバを用いても、光ファイバの波長分散特性によ

り、波長ごとに光信号の伝搬時間が異なり、受信光波形が劣化する。

③ 一般に、受光素子にＡＰＤを用いると、ＡＰＤの電流増倍効果により受信信号

成分が増倍されるが、雑音成分も同時に増倍されるため、ＡＰＤの過剰雑音指数

に応じて、最適な電流増倍率を設定する必要がある。

④ 伝送路としてマルチモード光ファイバを用いる場合、光ファイバ中に励起され

るモードごとに光信号の伝搬時間が異なるため、受信端局で受信する光波形が歪
ひず

むが、これをモード分散による劣化という。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光増幅器について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 光ファイバ増幅器は、半導体光増幅器と比較して、高い増幅出力特性を有し、雑音指数も

同程度であるため、線形中継器だけでなく、プリアンプやポストアンプとしても用いられて

いる。

Ｂ 光ファイバ増幅器は、半導体光増幅器と比較して、構成が簡素で広帯域性を有するという

点で優れている。

Ｃ 半導体光増幅器は、光ファイバ増幅器と比較して、小型であるため、伝送用光ファイバと

の接続が容易であり、増幅度の偏波依存度が小さい。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光変調器について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 半導体レーザを直接変調する方式の場合、急激にバイアス電流値を変化させると、

光出力波形に緩和振動といわれる光出力パルスが生ずるので、高速変調に適してい

る。

② 半導体レーザに直接バイアス電流を注入する直接変調方式の場合、注入されたキ

ャリアの寿命とレーザ共振器内の光子の寿命に依存した共振現象が、ある特定の変

調周波数で発生する。

③ 動的単一モードレーザであるＤＦＢレーザでは、常に単一モードで発振している

ので、直接変調を行っても波長チャーピングが生じないため、光ファイバの波長分

散の影響は受けない。

④ 外部変調器として、ＬＮ(ニオブ酸リチウム)を用いた光導波路形マッハ・ツェン

ダー干渉計構成のものが適用される場合が多いが、ＤＦＢレーザと比較して、波長

チャーピングの特性が悪く、変調帯域も狭い。
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問３ 光アクセス伝送技術などに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光アクセスシステムの基本形態などについて述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

一般に、光アクセスシステムの基本形態は、通信設備センタ装置とユーザ装置が、１対１に

対応するポイント・ツー・ポイント構成と１対Ｎに対応するポイント・ツー・マルチポイント

構成の二つに大きく分類される。

ポイント・ツー・ポイント構成の特徴は、アクセス区間における伝送媒体をそれぞれのユー

ザが専有し、双方向の高速広帯域なサービスが提供できるが、回線単位に通信設備センタ装置

の (ア) が必要となり、その分、設備コストが高くなることである。

ポイント・ツー・マルチポイント構成は、ＰＤＳ方式と (イ) 方式に分類される。ポイ

ント・ツー・マルチポイント構成の特徴は、アクセス区間に (ウ) といわれる受動的装置

又は (エ) 機能と多重分離機能を有する能動的装置を介して１対Ｎの接続を行い、通信設

備センタ側の光ファイバ及び (ア) を複数ユーザで共有できるため設備コストを低減でき

ることである。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＤＳＵ ② ＯＮＴ ③ ＦＴＴＢ ④ ＦＴＴＣ

⑤ 光スイッチ ⑥ ルータ ⑦ 光モジュール ⑧ 符号化

⑨ 光／電気変換 ⑩ モデム ⑪ Ａ／Ｄ変換 ⑫ ＡＤＳ

⑬ ＡＤＭ ⑭ ＯＮＵ ⑮ 光スプリッタ ⑯ 光クロージャ
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(２) 次の文章は、光アクセスシステムなどについて述べたものである。 内の(オ)～(ク)

に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) ＰＯＮシステム及びＳＳ方式について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) で

ある。

<(オ)の解答群>

① ＰＯＮシステムのレンジングとは、ＯＬＴが、各ＯＮＵからの上り信号が衝突し

ないように送信タイミングを算出するために、ＯＬＴと各ＯＮＵ間の伝送時間を測

定する処理などをいう。

② ＰＯＮシステムで同報型通信を行う場合、各ＯＮＵはリンクアグリゲーション機

能により、容易に自分あて信号を受信することができる。また、同報型通信は、映

像配信サービスに適しており、映像信号の多重も１心光ファイバによる空間分割多

重技術により行われる。

③ ＳＳ方式でユーザ多重を行うには、通信の衝突が発生しないように、１心光

ファイバで双方向伝送する技術が必要となる。双方向伝送技術としては、ＤＭＴ

(Discrete Multi-Tone)、ＳＣＭ(Single-Carrier Modulation)などがある。

④ ＳＳ方式の代表的な装置は、ＭＣ(メディアコンバータ)であり、イーサネットの

メタリック伝送の標準方式である１００ＢＡＳＥ－ＦＸを光伝送の標準方式である

１００ＢＡＳＥ－ＴＸに変換する。

(ⅱ) ＰＯＮシステムの機能などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは 、 (カ)

である。

<(カ)の解答群>

① ＯＬＴからＯＮＵへの同報型通信の場合、すべてのＯＮＵに同じ信号が送信され、

ＯＮＵでは割り当てられた必要な信号だけを取り出し、端末側へ送信する。

② ＯＬＴからＯＮＵへの下り信号が同報型で送信される場合、特定ユーザ以外に情

報が漏えいしない仕組みの一つとして、下り信号の暗号化がある。

③ ＯＬＴが受信する信号は、光スプリッタの特性によりクロック位相や光信号の強

度が異なるバースト信号であり、バースト信号受信では、ブロードキャストパケッ

トのペイロードからタイミング情報を抽出し、ビット同期を確立する。

④ ＤＢＡ(Dynamic Bandwidth Allocation)機能とは、ＯＬＴが各ＯＮＵに対し、

上り信号の帯域を動的に制御して、帯域を割り当て、利用効率を向上させるなどの

機能をいう。
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(ⅲ) ＰＯＮシステムの種類などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ)

である。

<(キ)の解答群>

① ＰＯＮシステムには、設備センタ側からユーザ側への下り伝送路においてＴＤＭ

方式を用い、上り伝送路においてＴＤＭＡ方式を用いる伝送方式がある。

② ＡＴＭ技術を基本とする光アクセス伝送方式を用いたＢ－ＰＯＮシステムは、

１００ Ｍbit/s クラスのスループットに適用でき、ＯＮＵとＯＬＴ間の通信にお 

いて、ＡＴＭセルが用いられている。

③ Ｅ－ＰＯＮシステムは、ＯＮＵとＯＬＴ間のフレーム転送において、可変長の

イーサネットフレームを５３バイトごとに分割して伝送する方式である。

④ ＧＥ－ＰＯＮシステムによるアクセスネットワークは、１本の光ファイバケーブ

ルを複数のユーザで共用するＰＯＮであり、設備センタに設置するＯＬＴ、ユーザ

側に設置するＯＮＵ、アクセス区間に設置する光スプリッタなどから構成される。

(ⅳ) 双方向伝送方式について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＴＣＭ(Time Compression Multiplexing)方式は、ピンポン伝送方式ともいわれ、送信パ

ルス列を時間圧縮後、速度を２倍以上のバースト信号として送出し、この時間圧縮により空

いた時間に反対方向からバースト信号を受信することで双方向通信を実現する。

Ｂ ＣＤＭ(Code Division Multiplexing)方式は、送信側でチャネルごとに異なる特有の位相

を用いた信号を送信し、位相間の干渉がないようにして１心光ファイバケーブルで信号を伝

送し、受信側では演算により必要とするチャネルを取り出すことにより同時に送受信が可能

となる。

Ｃ ＤＤＭ(Directional Division Multiplexing)方式は、上り下りで同じ波長を用い、光

ファイバを伝搬する光の方向により上り、下り情報を識別する方法であり、光方向性結合器

が用いられている。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問４ ＩＰネットワーク技術などに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章はトランスポートプロトコルなどの概要について述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＴＣＰではパケット損失の検知や順序性は保証されるが、 (ア) などによってリアルタ

イム性が失われる。このため、音声などのメディア情報の転送では、一般に、 (ア) の必

要がない (イ) が使用されるが、 (イ) にはパケット損失の検知や順序性を確保する

機能がないため、これらを補完するＲＴＰが利用されている。

ＲＴＰは、ルータなどのネットワーク機器において (ウ) などのリソース予約を行わず、

リアルタイムサービスの品質(ＱｏＳ)を保証するものではない。このため、ＲＴＰを補完する

ＲＴＣＰというプロトコルがあり、ＲＴＰと組み合わせて使用される。

ＲＴＣＰは、伝送遅延などをチェックし、ＲＴＰを利用するアプリケーションに対して通知

する。このためアプリケーション側では、データ配送に関する (エ) が可能となる。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① ＲＩＰ ② 帯域確保 ③ ルーチング ④ アプリケーション間通信

⑤ ＵＤＰ ⑥ ミキサー ⑦ 初期設定 ⑧ プラグアンドプレイ

⑨ ＩＣＭＰ ⑩ 送達確認 ⑪ 輻輳規制 ⑫ ユニキャストセッション
ふくそう

⑬ ＤＨＣＰ ⑭ 自動設定 ⑮ モニタリング ⑯ トランスレータ

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＲＴＰ及びＲＴＣＰについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① ＲＴＰでは、送信側でタイムスタンプ、シーケンス番号などをＲＴＰヘッダに付

与して送出し、受信側でそれらを参照し、タイミング情報の抽出、パケット損失の

検出などを行う。

② ＲＴＰでは、メディアストリームの送信元を識別するＩＤとして、セッション内

で送信元が独自に設定する３２ビット長の同期送信元識別子を利用する。

③ ＲＴＣＰが提供するセッション制御機能は、基本的にはマルチキャストセッショ

ンを前提としている。

④ ＲＴＣＰの情報を運ぶパケットは、管理対象となるＲＴＰパケットの送受信に使

うポート番号と同じ番号のポート番号を利用する。
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワーク上で伝送される音声データのパケットサイズなどについて述べた次のＡ及

びＢの文章は、 (カ) 。ただし、１ バイト は１ オクテット と等しいものとする。   

Ａ ６４ kbit／s で符号化された音声データを、２０ ms ごとにパケットとして伝送する場   

合、ヘッダなどを除いた音声データ部のパケットサイズは、１６０ バイト となる。 

Ｂ ８０ バイト の音声データに４０ バイト のヘッダが付加されたパケットを８,０００   

パケット 伝送する場合、伝送効率８０ ％ でデータ伝送速度１.２ Ｍbit／s の伝送路に     

おけるデータ伝送時間は、１ s となる。 

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい

③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ルータなどの機能について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

＜ ＞(キ)の解答群

① ルータのルーチングテーブル設定方法の一つであるスタティックルーチング方式

では、一般に、１日単位、１か月単位など比較的長い時間間隔で、ルータ間で情報

を自動的に交換してルーチングテーブルの更新を行う。

② ルータのフィルタリング機能の一つには、トランスポート層のプロトコルで用い

られるポート番号単位にパケットの通過可否を判断する機能があり、ＦＴＰなどの

特定のプロトコルによる外部からのアクセスを許可しないなどの規制ができる。

③ ルータの有する性能がネットワーク上でボトルネックとなることへの対策として、

ハードウェア主体で構成されて高速に動作するレイヤ３スイッチが開発され、スト

アアンドフォワード方式などの高速パケット転送技術が用いられている。

④ ダイナミックルーチング方式のルーチングプロトコルの一つであるＲＩＰｖ２で

は、サブネットマスク情報を伝達する機能がないことから、可変長サブネットで構

成されたネットワークにおいて使用することは適さない。



伝12

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＢＧＰについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

＜ ＞(ク)の解答群

① ＢＧＰは、ルーチングプロトコルをその適用範囲によってＩＧＰｓとＥＧＰｓと

に分類した場合、ＥＧＰｓに区分される。

② ＢＧＰは、ＡＳ(自律システム)間の経路制御を行うためのプロトコルである。

③ ＢＧＰは、パス属性といわれる情報を基にベストパスを選定する。

④ ＢＧＰの経路制御情報は、それぞれのＡＳにあるＢＧＰスピーカといわれるルー

タ間で交換され、目的とするＡＳに到達するための距離ベクトルが収集される。

問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、イーサネットについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適し

たものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ

解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＩＥＥＥ８０２.３で標準化されたイーサネットは、様々な場所で利用されており、一般に、

(ア) を介してパーソナルコンピュータなどが接続される。 (ア) は、一般に、パー

ソナルコンピュータなどの端末に内蔵されており、ＯＳＩ参照モデルの物理層とデータリンク

層に対応するプロトコルによりサポートされ、固有の (イ) が付与されている。

端末から送信する場合、送信側のアプリケーション層から送信されたデータは、 (ウ)

層において (エ) に生成される。 (エ) は、データリンク層のＬＬＣ副層を経て、

ＭＡＣ副層で、あて先及び送信元 (イ) などの情報を含むヘッダを付加されることにより

ＭＡＣフレームが生成され、物理層に引き渡される。

物理層では、ＭＡＣフレームは (ア) などによりイーサネット通信に適したデジタル信

号列に変換され、あて先のパーソナルコンピュータに伝送される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＩＰアドレス ② セグメント ③ フレーム ④ ＭＡＣアドレス

⑤ ＩＰパケット ⑥ メモリカード ⑦ ＮＡＴ ⑧ 論理アドレス

⑨ セション ⑩ ＩＣカード ⑪ ラベル ⑫ トランスポート

⑬ ネットワーク ⑭ ＮＩＣ ⑮ サブアドレス
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

レイヤ２スイッチについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ レイヤ２スイッチは、受信したパケットのあて先のＭＡＣアドレスを参照して、該当する

機器が接続されているポートにパケットを中継する。

Ｂ ＶＬＡＮの機能を持たないブロードキャストドメイン内では、送信されたブロードキャス

トパケットは、すべてのポートに対しフォワーディングされる。

Ｃ レイヤ２スイッチには、指定したポートを流れるパケットをアナライザが接続されている

ほかのポートにコピーし、故障解析を行うことが可能なポートミラーリング機能を持つもの

がある。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＥＥＥ８０２.１１の無線ＬＡＮについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ)

である。

<(カ)の解答群>

① アドホックモードでアクセスポイントが複数ある場合は、一般に、アクセス

ポイント間をイーサネットなどで接続し、ローミング機能を持たせている。

② ＣＳＭＡ／ＣＡ方式とＣＳＭＡ／ＣＤ方式との違いは、ＣＳＭＡ／ＣＡ方式

は衝突が発生しないようフレームの送信状況を監視する｢衝突検知｣仕様である

のに対し、ＣＳＭＡ／ＣＤ方式は衝突の発生を前提とした｢衝突回避｣仕様である。

③ ＭＡＣアドレスフィルタリング方式では、ＭＡＣアドレスが暗号文で送信さ

れるため、盗聴や詐称によるなりすましの接続はできない。

④ 無線ＬＡＮのネットワークをグループ化するための識別符号であるＥＳＳ－ＩＤ

を用いたアクセスポイントへの接続制限の設定は、電波をモニタすることで盗

聴可能であるなど、セキュリティ上の弱点がある。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＮＡＰＴ及び静的ＮＡＴの機能について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＮＡＰＴは、企業内における多数のプライベートＩＰアドレスを一つのグローバ

ルＩＰアドレスにＮ対１に変換する方式であり、ＩＰマスカレードともいわれる。

② ＮＡＰＴは、内部の複数のホストが同時に外部へ通信できるように、ＩＰアドレ

スのほかに、ＴＣＰ又はＵＤＰのポート番号をアドレスの変換に利用している。

③ 静的ＮＡＴは、プライベートＩＰアドレスとグローバルＩＰアドレスを固定的に

対応付けて変換する方式であり、ＤＭＺの公開サーバでプライベートＩＰアドレス

を使用している場合、パケットをあて先の公開サーバへ到達させることができる。

④ ＮＡＰＴによるアドレス変換は、ＩＰパケットのヘッダ部分だけを変換するため、

アプリケーションプロトコルの利用上の制約はない。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

暗号化電子メールなどについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ 暗号化電子メールの主な方式に、ＰＧＰとＳ／ＭＩＭＥがある。二つの方式の異なる特徴

として、ＰＧＰは、公開鍵を公的な第三者機関が保証するのに対して、Ｓ／ＭＩＭＥは、公

開鍵を利用者どうしで保証しあうことが挙げられる。

Ｂ Ｓ／ＭＩＭＥを用いた暗号化電子メールでは、送信者は、電子メールのメッセージを公開鍵

で暗号化し、その鍵を送信相手の共通鍵を用いて暗号化する。

Ｃ デジタル署名は、十分な強度を持つ秘密鍵を署名者が唯一所持することから、署名者本人

が署名したものであることを保証することに用いられる。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない


